
【報告者】

【学年】 ３ 年 【教科】 総合的学習の時間 「小田原をもっと知ろう 」。

【実践内容】

自分の住んでいる小田原のことをよく知り、調べ体験する。

【学習のねらい】

・自分から進んで課題を見つけ調べ、新聞にまとめていく。

・体験したことをまとめ発表する。

【学習計画】

前 期 後 期

小田原名人になろう。 小田原を知ろう作ろう体験しよう。

自分で課題を決めて調べ、新聞にまとめ 小田原のことを調べて自分でもやってみた

て発表する。 いことを体験し、総合発表会を開く。

学 ・小田原の魚 ・小田原城 ・小田原の自然探し（１０月）

習 ・小田原提灯 ・小田原のお店 ・和菓子作り（１０月）

内 ・小田原漆器 ・小田原の生き物 ・寄木細工（１１月）

容 ・小田原蒲鉾 ・小田原の特産品 ・蒲鉾作り（１１月）

・小田原の草木 ・小田原の作物 ・総合発表会（１月）

＜知的好奇心について

・一人一人が課題を決めて調べ体験していく。

＜関わり合い、ひびき合う姿を求めて＞

・学年で話し合い、テーマを決めていく。

・体験したことをグループごとにまとめ、パネルディスカッションをする。

【反省】

子どもたちは、初めての学習なのでどのようなことをしていくのか分からない。そこで、 総合学

習についての話し合いに十分時間をとることにした。話し合う中で自分が調べたい課題が決まって

きた。後期の体験学習は希望の多い順に体験することにした 「みんかがり」は希望が多かったが体。

験に適した場所が見つからず出来なかったのが残念だった。

＜参考文献＞ なし

実践レポート


